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12月定例会
全員協議会・各常任委員会
各議員の賛否
一般質問（6人が登壇）
編集後記
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昭
和（
昭
和
31
年
〜
平
成
23
年
）

昔（
昭
和
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年
代
）

平
成（
平
成
23
年
〜
）

湯浅小学校

編

集

後

記

ま
も
な
く
立
春
。
朝
の
底
冷

え
は
厳
し
く
と
も
暖
か
な
日
差

し
は
春
そ
の
も
の
。
皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

町
制
施
行
１
２
０
周
年
の
節

目
に
表
紙
を
飾
っ
て
き
た
「
今

昔
写
真
」
も
今
号
で
終
了
で
す
。

次
代
へ
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
に
あ
た
り
、
編
集
委
員
一
同

も
心
新
た
に
努
力
す
る
所
存
で

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
山
田
　
真
里
）

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

山

本

　年

哲

山

田

　真

里

石
橋
千
歌
子

松

本

　光

成

石

本

　一

也

議
会
広
報
編
集

　
　
　
　常
任
委
員
会

議会の傍聴にお越しください
次回の3月定例会は

3月8日(水)
開催予定です。

　議会は公開されていますので、個人でも
団体でも自由に傍聴することができます。
　議会での議員の発言や町長の考えを直
接見聞きすることができますので、お気軽
にお越しください。

私達、町議会（議会事務局を含み１１人）、総務課長、まちづくり企画課長、産業観光課長

計１４人で１０月２６日に岐阜市役所を訪問しました。

日本遺産第１号に認定された「信長のおもてなし」について、認定に至るまでの経緯及び

認定後の取り組みについて説明を受け、今後の課題など意見を交わしました。

この度の行政視察において、きめ細かなおもてなしを考えさせられました。今後、醤油醸

造の歴史と伝統にまつわるストーリーを日本遺産に認定されるよう参考にしたいと思います。

日本遺産認定に向けて

信長公居館跡地 岐阜市役所での研修
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平成２８年度一般会計補正予算(専決処分含む)

北栄警察官舎跡地整備工事		 １億 2,078万円
	 （地方創生拠点整備事業）

湯浅駅周辺整備事業に伴う調査設計業務委託	 １, ８７０万円
田栖川学童保育施設整備事業	 ９31万円

※補正後の歳出合計は補正されていない項目も含めています。

平成２８年第４回定例会を１２月７日から１６日までの日程で開催しました。
本定例会に提案された各会計補正予算、条例改正など、提案された議報1件、議案１６件を
原案の通り可決・承認しました。

（単位：万円）　

項　  目 補 正 額 主な歳出の説明 補正後の額

議　 会　 費 33 職員給与改正 6,620

総　 務　 費 4 億 3,437
地方創生拠点施設整備工事、湯浅駅周辺整備事業に伴う
調査設計業務委託、駅前駐輪場整備工事など

12 億 4,062

民　 生　 費 1 億 2,161
臨時福祉給付金、田栖川学童保育施設外構工事及び備品
購入など

22 億 1,813

衛　 生　 費 207 共同浴場損失補填など 8 億 268

農林水産業費 3,011 中山間地域等直接支払交付金、田村漁港陸閘門修繕料など 2 億 1,890

商　 工　 費 19 職員給与改正 1 億 873

土　 木　 費 705 町道橋梁定期点検業務、定住促進奨励金など 4 億 2,173

教　 育　 費 475 学力診断等実施委託、伝統的建造物群保存地区補助金など 6 億 2,133

農 業 用 施 設
災 害 復 旧 費

154 吉川地区農業施設災害復旧工事など 754

農 地 災 害
復 旧 費

848 山田・栖原地区農地災害復旧工事など 4,098

道 路 災 害
復 旧 費

2,296 町道山田 10 号線及び栖原 47 号線道路災害復旧工事など 2,297

公　 債　 費 5,312 長期資金繰上償還元金 6 億 2,329

歳 出 合 計 6 億 8,658 66 億 7,505
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全
員
協
議
会

人
事
案
件

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

新
し
く
中な
か

井い

沙さ

賢よ
り

氏
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

問
地
方
創
生
拠
点
整
備
事
業
と

は
。答

国
の
交
付
金
で
、
改
良
住
宅
跡

地
の
東
側
の
警
察
官
舎
跡
地
に
観
光

客
向
け
に
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
、

ト
イ
レ
・
休
憩
施
設
の
建
設
を
考
え

て
い
ま
す
。
運
営
は
地
元
と
の
協
議

を
ふ
ま
え
、
公
募
等
に
よ
る
団
体
に

業
務
を
委
託
す
る
予
定
で
す
。

問
湯
浅
駅
周
辺
整
備
に
伴
う
調
査

設
計
業
務
の
内
容
は
。

答
駅
前
開
発
に
伴
い
、
今
後
具
体

的
に
進
め
る
た
め
、
基
本
計
画
を
作

成
す
る
も
の
で
す
。

問
町
道
橋
梁
の
定
期
点
検
作
業
の

内
容
は
。

答
一
昨
年
の
道
路
法
改
正
で
５
年

に
１
回
の
点
検
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

町
内
で
は
長
さ
２
ｍ
以
上
の
９３
橋
が

対
象
で
す
。
今
回
は
１２
橋
で
、
あ
と

２
年
程
で
全
部
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問
駐
輪
場
の
整
備
内
容
は
。

答
駅
前
多
目
的
広
場
の
裏
側
に

１
５
０
台
分
を
整
備
し
ま
す
。

問
定
住
促
進
奨
励
金
の
補
正
内
容

は
。答

当
初
の
１５
件
分
４
５
０
万
円

に
、
９
月
補
正
で
５
件
分
を
追
加
し

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
要
望
が
あ
る
た

め
、
１０
件
分
を
追
加
計
上
し
ま
す
。

問
３
カ
年
の
債
務
負
担
行
為
の
補

正
内
容
は
。
ご
み
の
収
集
方
法
が
変

わ
る
こ
と
は
な
い
か
。

答
不
燃
物
の
選
別
作
業
に
加
え
、

ご
み
の
収
集
運
搬
業
務
も
平
成
２９
年

４
月
か
ら
改
め
て
民
間
委
託
す
る
た

め
の
準
備
の
補
正
で
す
。
ご
み
の
収

集
箇
所
は
変
え
ず
に
委
託
し
ま
す
。

地方創生拠点整備事業を行う北栄警察官舎跡地

駐輪場が整備される駅前多目的広場裏
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

主
な
条
例
制
定

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ

て
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た
給
与
や

勤
勉
手
当
、
扶
養
手
当
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅

費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

農
業
委
員
会
の
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
報
酬
額
を
追
加
す
る
の

に
合
わ
せ
て
他
の
特
別
職
に
つ
い
て

も
見
直
す
も
の
で
す
。

○
税
条
例
等
の
一
部
改
正

地
方
税
法
等
の
改
正
に
と
も
な
う

も
の
で
、
町
民
税
関
係
で
は
、
平
成

３０
〜
３４
年
度
ま
で
医
療
費
控
除
が
選

択
制
と
な
る
ほ
か
、
軽
自
動
車
税
関

係
で
は
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
１
年

間
延
長
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

問
複
雑
な
改
正
等
は
、
知
ら
な
い

町
民
が
損
を
し
な
い
よ
う
に
、
で
き

る
限
り
の
周
知
を
。

答
広
報
等
で
周
知
し
ま
す
。

○
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
で
定
め
ら
れ
た
軽
減
対

策
と
な
る
事
業
所
の
範
囲
が
拡
充
さ

れ
る
も
の
で
す
。

福
祉
産
業
建
設
常
任
委
員
会

主
な
条
例
制
定

○
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地
利
用

適
正
化
推
進
委
員
の
定
数
に
関
す

る
条
例
制
定

法
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
の
定
数

削
減
と
新
設
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
も
の

で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

平
成
３０
年
度
の
都
道
府
県
一
元
化

で
、
将
来
的
に
県
内
の
保
険
税
率
の

統
一
を
め
ざ
し
、
算
定
方
式
に
つ
い

て
資
産
割
の
廃
止
が
目
標
の
た
め
、

資
産
割
を
段
階
的
に
減
ら
す
税
率
改

正
で
す
。

保
険
税
が
増
減
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
が
、
総
額
は
お
お
む
ね
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

問
改
正
後
、
増
税
と
な
る
加
入
者

へ
の
対
応
は
。

答
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

平成 28 年度 特別会計補正予算
（単位：万円）

項　　　　　目 補正予算 説　　　　　明 補正後の予算額

後期高齢者医療 13 職員給与改正 3億914

介護保険事業 485 特定入所者介護・予防サービス費など 13億8,245

水道事業会計 3,000 異常気象による有田川町からの分水量
の増加に伴う受水費 3億2,609

平成 28 年度 特別会計補正予算
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○
学
童
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

新
た
に
田
栖
川
学
童
保
育
所
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

問
田
栖
川
学
童
保
育
所
の
広
さ
は
。

答
地
元
区
長
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
か
ら
の
強
い
要
望
に
も
と
づ
き
、

平
成
２９
年
４
月
か
ら
田
栖
川
小
学
校

の
技
術
棟
を
改
修
し
て
学
童
保
育
を

開
設
し
ま
す
。
ワ
ン
フ
ロ
ア
２７
㎡
を

一
人
１
．６５
㎡
と
し
て
、
２
階
も
利
用

し
１６
人
ず
つ
最
大
で
３２
人
利
用
で
き

ま
す
。

要
望
外
構
工
事
す
る
機
会
に
、
今

後
の
交
通
安
全
を
ふ
ま
え
た
対
応
を

さ
れ
た
い
。

○
町
道
の
認
定
を
求
め
る
件

本
道
路
は
熊
野
古
道
と
し
て
歴
史

文
化
的
に
も
町
道
と
し
て
管
理
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
別
所
区
か
ら
も
要
望
が
あ
っ

た
た
め
、
町
道
認
定
す
る
も
の
で
す
。

問
熊
野
古
道
の
整
備
方
針
は
。

答
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
等

に
基
づ
き
整
備
方
針
を
決
定
し
て
い

き
ま
す
。

問
水
道
事
業
の
水
不
足
の
解
消
に

む
け
た
取
組
み
の
現
状
は
。

答
今
年
も
夏
場
の
異
常
気
象
に
よ

り
有
田
川
町
か
ら
の
分
水
量
が
増
え

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
間
、
新
た

な
水
源
開
発
へ
取
り
組
み
、
広
川
町

内
の
水
源
を
第
５
水
源
と
し
て
追
加

す
る
県
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。
平

成
３１
年
度
に
供
用
開
始
予
定
で
す
。

　12 月定例会
審
議
結
果

議 案 名 等

石
橋 

千
歌
子

小
松 

英
夫

松
本 

光
成

石
本 

一
也

横
矢 

政
明

山
家 

敏
宏

山
田 

真
里

由
良 

祥
治

山
本 

年
哲

松
本 

典
久

可 専決処分の承認を求める件〔平成２8年度湯浅町一般会計補正
予算（第3号）〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成２７年度各会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 教育委員会委員任命の同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関す
る条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 職員の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の
一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 税条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 都市計画税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 学童保育所の設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 有田周辺広域圏事務組合規約の改正に関する協議及び財産処
分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 町道の認定を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 平成２8年度一般会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 平成２8年度各特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（注）松本典久議員は議長のため、裁決に加わらない。○は賛成、●は反対、－は退席

田栖川学童保育施設
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ま
ち
づ
く
り
・
防
災
特
別
委
員
会

○
地
方
創
生
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
に
つ
い
て

　

①
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　

②
伝
建
地
区
空
き
家
活
用
事
業

人
権
推
進
特
別
委
員
会

【
議　

題
】

○
町
民
人
権
学
習
会
の
経
過
報
告

○
人
権
関
係
の
行
事
に
つ
い
て

○
職
員
人
権
研
修
に
つ
い
て

報
告
人
権
学
習
会
の
進
捗
状
況
及

び
人
権
尊
重
委
員
会
・
人
権
擁
護
委

員
会
に
お
け
る
９
月
以
降
の
活
動
内

容
の
報
告
に
続
き
、
職
員
人
権
研
修

で
は
障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て

法
律
や
職
員
対
応
要
領
の
内
容
を
研

修
し
、
配
慮
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
窓

問
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
方
法
は
。

答
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
観
光
協
会
が
、
民
泊
体
験
等
施
設

に
つ
い
て
は
観
光
協
会
の
中
で
希
望

者
を
募
り
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

問
甚
風
呂
旧
借
家
の
耐
震
は
大
丈

夫
か
。

答
半
解
体
方
法
で
耐
震
、
改
修
を

行
い
ま
す
。

口
対
応
の
疑
似
体
験
も
実
施
し
ま
し

た
。

改修前の観光情報センター（漁協付近）

甚風呂旧借家を改修 伝建空き家を活用し、民泊体験施設に

職員研修での疑似体験

○
庁
舎
跡
地
整
備
工
事
に
つ
い
て

問
整
備
内
容
に
つ
い
て
は
地
元
説

明
会
を
し
て
、
決
定
し
た
の
か
。

答
地
元
説
明
会
を
し
た
後
、
再
度

近
隣
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

決
定
し
ま
し
た
。

要
望
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
案
が
今
後
、
具
体
的
に

決
ま
れ
ば
そ
れ
に
向
け
て
取
り
組
む

体
制
を
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
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1 2 月 定 例 会

決
算
認
定
特
別
委
員
会

問
今
後
歳
入
を
増
や
し
て
い
く
た

め
の
土
地
現
況
調
査
等
の
実
施
状
況

は
。答

地
籍
調
査
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
税
の
公
平
性
か
ら
も
適
正
課
税

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
職
員
と
非
常
勤
職
員
の
人
数
割

合
に
つ
い
て
。
１０
年
前
と
の
比
較
は
。

答
１０
年
前
は
正
職
員
１
６
４
人
、

非
常
勤
職
員
９４
人
で
、
現
在
は
正
職

員
１
３
５
人
、
非
常
勤
職
員
９６
人
と

正
職
員
が
減
少
し
、
若
干
非
常
勤
職

員
が
増
え
て
い
ま
す
。
非
常
勤
職
員

の
内
訳
は
正
職
員
の
事
務
の
補
助
で

１５
人
と
そ
の
他
は
保
育
士
な
ど
の
専

門
職
で
す
。

平成 27 年度決算認定特別委員会委員長報告（抜すい）
　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　山田　真里

平成 27 年度決算状況は、一般会計及び６特別会計となっています。
今年度は、一般会計と４特別会計が黒字となっていますが、住宅新築資金等特別会計、駐車場会
計の 2会計につきましては赤字となっており、翌年度より繰上充用をして決算を締めています。普
通会計ベースでは、昨年に引き続き黒字となりました。
黒字となった要因としましては、普通交付税、地方消費税交付金を始めとする国の譲与金関係が
当初見込みより増額となったことによるものです。
他にも様々な意見・質疑等出されましたが、本特別委員会は慎重に審査した結果、各会計の決算
は認定と決しましたので報告申し上げます。

会　計　名 歳入総額 歳出総額 翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支額

一 般 会 計 618,099 577,634 2,352 38,113

同和対策住宅新築資金等特別会計 6,743 33,310 0 △ 26,567

普 通 会 計 624,842 610,944 2,352 11,546

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 229,184 220,186 0 8,998

駐 車 場 事 業 特 別 会 計 742 16,073 0 △ 15,331

農業集落排水事業特別会計 3,972 3,829 0 143

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 129,539 123,831 0 5,708

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 30,574 30,523 0 51

全 会 計 合 計 1,018,853 1,005,386 2,352 11,115

平成 27 年度　決算総括表 （単位：万円）

備考：実質収支額は、歳入歳出差引額から、翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額。
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一  般  質  問

安心安全なまちづくりについて
①部落差別解消法成立後の町の体制と対応
②公契約条例制定に向けての取り組み
③改良住宅跡地と警察官舎跡地の利用方法
④津波浸水区域内にある地域福祉センターの移転

石本　一也　議員　

質
問
①

１２
月
９
日
に
成
立
し
た
「
部
落
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
は
、

相
談
体
制
の
充
実
や
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
施
策
を
講
じ
る
こ
と
、
必
要
な
教

育
・
啓
発
を
行
う
よ
う
求
め
て
い
ま
す

が
、
町
と
し
て
、
部
落
差
別
解
消
の
た

め
の
施
策
を
ど
う
展
開
し
て
い
き
ま
す

か
、
行
政
の
組
織
を
変
え
て
対
応
す
る

の
で
す
か
。

答
弁（
町
長
）

今
ま
で
な
か
な
か
成
案
と
し
て
論
議

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
日
本
人
と

し
て
、
最
も
最
大
で
い
わ
れ
の
な
い
差

別
で
あ
る
部
落
差
別
に
特
化
し
た
法
律

が
成
立
し
た
こ
と
は
、
大
変
画
期
的
な

こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
行
政
の
長
と

し
て
、
課
さ
れ
た
責
任
の
重
大
さ
に
身

を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
よ
り
一
層
差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
施
策
を
主
体
的
に
展
開
し
て
、
機

構
改
革
も
含
め
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問
②

ご
み
収
集
事
業
の
一
部
が
平
成
２９
年

度
か
ら
民
間
に
委
託
予
定
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」

が
顕
在
化
す
る
前
に
労
働
者
の
賃
金
を

守
り
、
雇
用
を
安
定
さ
せ
る
公
契
約
条

例
が
ぜ
ひ
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
い
つ

頃
条
例
を
制
定
す
る
つ
も
り
で
す
か
。

答
弁（
総
務
課
長
）

１１
月
に
先
進
地
の
奈
良
県
と
大
和
郡

山
市
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
雇
用
の

安
定
や
経
済
の
活
性
化
と
い
う
観
点
か

ら
、
湯
浅
町
の
実
情
に
あ
っ
た
条
例
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
③

改
良
住
宅
と
警
察
官
舎
の
跡
地
は
、

伝
建
地
区
の
入
り
口
と
し
て
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
同
和
対

策
事
業
の
な
か
で
、
な
け
な
し
の
土
地

を
提
供
し
て
整
備
事
業
を
行
っ
て
き
た

地
域
の
住
民
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
い
た

だ
い
た
う
え
で
、
地
元
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
地
元
の
為
に
な
る
施
設
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁（
ま
ち
づ
く
り
企
画
課
長
）

改
良
住
宅
と
警
察
官
舎
の
跡
地
を
一

体
的
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

今
回
は
、
警
察
官
舎
跡
地
に
特
産
品
の

流
通
・
物
販
に
つ
な
が
る
施
設
を
建
設

す
る
予
定
で
、
関
係
者
の
皆
様
と
協
議

を
行
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問
④

津
波
浸
水
区
域
の
中
に
あ
る
大
切
な

公
共
施
設
の
中
で
も
、
お
年
寄
り
や
障

害
の
あ
る
方
々
が
集
う
、
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
一
日
で
も
早
く
移
転
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁（
健
康
福
祉
課
長
）

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
時
の

福
祉
避
難
施
設
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

現
在
、
建
設
用
地
を
模
索
中
で
あ
り
、

財
政
状
況
を
考
え
な
が
ら
、
高
台
移
転

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
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一  般  質  問

質
問
①

湯
浅
町
立
図
書
館
は
、
昭
和
5９
年
に

旧
郵
便
局
舎
に
移
転
、
平
成
１4
年
に
大

規
模
改
修
を
行
い
、
現
在
の
型
に
な
っ

て
い
ま
す
。

幼
少
の
頃
よ
り
「
本
を
通
じ
て
、
豊

か
な
文
化
を
育
も
う
」
と
い
う
趣
旨
で

読
書
週
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
幼
少
の

頃
よ
り
、
本
に
親
し
む
こ
と
、
読
書
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
町
立
図
書
館
の
過
去
５
年

間
の
利
用
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
図
書
の
購
入
に
つ
い
て
の
経

緯
に
つ
い
て
、
貸
出
し
数
、
利
用
者
数

の
増
加
の
た
め
の
施
策
を
実
施
し
て
い

る
の
か
、
湯
浅
町
立
小
・
中
学
校
の
学

校
図
書
館
に
新
聞
が
配
備
さ
れ
て
い
る

の
か
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁（
教
育
次
長
）

過
去
５
年
間
で
貸
出
冊
数
は
約
６
１

５
０
冊
、
貸
出
人
数
は
約
１
５
４
０
人

の
減
少
で
す
。

図
書
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
購
入
予

算
百
万
円
の
中
か
ら
年
間
約
６
０
０
冊

新
規
購
入
し
て
い
ま
す
。

図
書
の
選
定
は
、
図
書
館
司
書
が
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
の
状
況
か
ら
判
断
し
た

り
、
日
頃
の
貸
出
状
況
か
ら
よ
く
借
り

ら
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
・
作
家
か
ら
選
ん
だ

り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
に
リ

ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
で
希
望
さ
れ
る
も
の

を
購
入
し
て
い
ま
す
。

各
小
・
中
学
校
に
は
新
聞
が
配
備
さ

れ
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

質
問
②

空
家
特
措
法
は
、
管
理
が
不
十
分
な

空
き
家
等
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で

す
。
そ
こ
で
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る

と
周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
を

「
特
定
空
家
」
と
し
て
市
町
村
が
指
定

し
、
所
有
者
に
解
体
す
る
よ
う
指
導
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
所
有
者

が
従
わ
な
い
場
合
は
、
勧
告
、
命
令
と

い
う
段
階
を
踏
み
、
そ
れ
で
も
従
わ
な

け
れ
ば
行
政
代
執
行
し
、
そ
の
費
用
を

請
求
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

撤
去
費
用
の
補
助
制
度
を
導
入
し
て

い
る
全
国
の
市
町
村
が
２
割
ほ
ど
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
湯
浅
町
に
お
い

て
も
導
入
の
予
定
は
あ
る
の
で
す
か
。

答
弁（
町
長
）

現
在
、
国
に
対
し
て
所
有
者
の
解
体

費
用
の
補
助
や
実
態
調
査
の
た
め
、
来

年
度
の
予
算
で
の
補
助
金
を
要
望
し
て

お
り
ま
す
。

由良　祥治　議員

①湯浅町町立図書館について
②空家対策について
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一  般  質  問

質
問い

よ
い
よ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
シ
ー

ズ
ン
が
到
来
。
罹
患
す
る
と
、
幼
い
子

供
は
ま
れ
に
急
性
脳
症
を
発
症
し
ま

す
。
う
が
い
、
手
洗
、
マ
ス
ク
着
用
と

共
に
予
防
策
の
有
効
の
一
つ
が
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
使
う
予
防
接
種

で
す
。
で
も
、〝
予
防
接
種
は
お
金
が

か
か
る
〟
と
の
親
御
さ
ん
の
声
を
よ
く

聞
き
ま
す
。

近
隣
町
の
有
田
川
町
と
広
川
町
は
１

回
あ
た
り
上
限
３
０
０
０
円
を
助
成
。

子
育
て
支
援
制
度
に
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
未
来
の
湯
浅
町
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
為
に
も
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成
の
実
施
を
。

答
弁（
健
康
福
祉
課
長
）

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

必
要
性
を
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。
議

員
指
摘
の
近
隣
町
の
有
田
川
町
と
広
川

町
は
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
湯

浅
町
は
設
置
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

子
供
の
命
を
守
る
制
度
は
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

未来の湯浅町を担う子供のために
小児インフルエンザ予防接種助成を！
もったいない「食品ロス」を減らすための食育を

石橋　千歌子　議員

助
量
約
３
２
０
万
ト
ン
の
約
２
倍
に
当

た
り
ま
す
。
国
民
一
人
が
毎
日
茶
わ
ん

一
杯
分
の
ご
飯
を
捨
て
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
す
為

の
当
町
に
お
い
て
の
給
食
の
残
菜
状

況
・
生
ご
み
処
理
方
法
・
学
校
で
の
食

育
の
取
り
組
み
は
？

答
弁（
教
育
次
長
）

給
食
の
残
菜
状
況
は
、
５
年
前
に
は

１２
％
で
し
た
が
、
子
ど
も
や
保
護
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
意
見
を
聞
き
メ

ニ
ュ
ー
や
味
付
け
の
改
善
。
工
夫
等
に

よ
り
現
在
で
は
７
％
ま
で
軽
減
。
今
後

も
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。
生
ゴ
ミ
の
処
理
方
法
は
生

ご
み
処
理
機
で
肥
料
堆
肥
と
し
て
希
望

者
に
配
布
。

食
育
の
取
り
組
み
は
、
子
供
達
に
食

品
の
大
切
さ
を
知
り
、
食
品
の
感
謝
の

心
を
持
ち
、
残
さ
ず
食
べ
よ
う
と
す
る

気
持
ち
を
育
む
た
め
に
、
野
菜
作
り
、

醬
油
づ
く
り
、
調
理
実
習
、
給
食
セ
ン

タ
ー
見
学
、
栄
養
教
諭
に
よ
る
授
業
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

再
質
問

町
長
は
「
子
ど
も
は
湯
浅
の
宝
」
と

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

の
実
施
は
。

答
弁（
町
長
）

ご
質
問
は
ご
も
っ
と
も
だ
と
思
い
ま

す
。
当
町
と
し
て
財
政
の
状
況
と
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
対
し
て
拒

絶
を
す
る
父
兄
も
い
る
こ
と
を
理
解
し

て
頂
き
、
段
階
的
に
や
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問ま

だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て

し
ま
う
も
っ
た
い
な
い
「
食
品
ロ
ス
」。

食
糧
難
に
苦
し
む
国
々
へ
の
国
連
の
援
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一  般  質  問

質
問湯

浅
町
で
は
湯
浅
学
童
保
育
所
と
山

田
学
童
保
育
所
の
２
カ
所
が
あ
り
、
今

議
会
で
田
栖
川
学
童
保
育
所
を
設
置
す

る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
計
３
カ
所
と
な

る
予
定
で
す
。

学
童
保
育
所
に
関
係
す
る
条
例
の
内

容
は
、
児
童
１
人
に
つ
き
専
用
面
積
が

概
ね
１
．６5
㎡
以
上
又
、
１
ク
ラ
ス
概

ね
4０
人
以
下
と
な
る
よ
う
に
定
め
て
い

ま
す
。

こ
の
学
童
保
育
の
運
営
状
況
と
今
日

ま
で
の
行
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁（
健
康
福
祉
課
長
）

湯
浅
学
童
保
育
所
は
昭
和
４８
年
に
開

設
さ
れ
、
登
録
児
童
４４
名
で
夏
休
み
は

７０
名
程
が
利
用
さ
れ
、
指
導
員
は
５
名

で
す
。

取
り
組
み
は
、
湯
浅
学
童
保
育
と
同

規
模
で
児
童
の
環
境
面
、
面
積
等
を
最

優
先
に
考
慮
し
た
県
内
２
カ
所
の
施
設

を
視
察
に
行
き
、
建
設
に
至
る
経
過
及

子育て支援について
学童保育の現状と取組みは

松本　光成　議員

び
運
営
状
況
を
聞
き
ま
し
た
。

質
問湯

浅
学
童
保
育
所
は
、
１
ク
ラ
ス
概

ね
4０
人
以
下
の
基
準
が
44
人
で
夏
休
み

は
７０
人
と
な
り
、
専
用
面
積
も
１
．６5

㎡
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。施

設
面
で
も
、
長
年
の
使
用
で
老
朽

化
が
進
み
環
境
衛
生
も
悪
い
状
況
で
あ

る
為
、
他
町
へ
転
出
す
る
世
帯
も
あ
る

と
聞
き
ま
す
。

近
年
、
夫
婦
共
働
き
が
増
え
学
童
保

育
の
需
要
は
益
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

特
に
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
友
達

が
ふ
え
、
仲
間
意
識
も
強
ま
り
、
そ
の

こ
と
自
体
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
大

き
な
財
産
に
な
る
と
私
は
確
信
を
し
て

お
り
ま
す
。

今
日
ま
で
、
特
に
子
ど
も
は
大
切
に

し
ろ
、
子
ど
も
は
湯
浅
の
宝
だ
と
い
う

こ
と
で
多
く
の
事
業
を
実
施
さ
れ
て
き

た
上
山
町
長
で
す
。

こ
の
老
朽
化
し
た
湯
浅
学
童
保
育
所

を
新
築
ま
た
は
、
建
て
か
え
を
実
施
す

る
考
え
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。

答
弁（
町
長
）

先
日
来
、
保
護
者
の
方
々
か
ら
何
と

か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
い
た
だ

き
い
ろ
い
ろ
と
意
見
交
換
し
、
大
切
な

施
設
で
あ
る
の
は
認
識
を
し
て
お
り
、

建
て
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

質
問学

童
保
育
所
の
担
当
部
局
は
、
現
在

健
康
福
祉
課
が
担
当
し
て
い
ま
す
が
内

容
は
児
童
の
こ
と
で
あ
り
、
教
育
委
員

会
部
局
と
一
度
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
で

す
か
。

答
弁（
町
長
）

町
全
体
の
機
構
の
中
で
、
ど
こ
が
担

当
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
検

討
を
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。



ゆあさ議会だより No.65  

平成29年2月
12

一  般  質  問

山田　真里　議員

質
問予

算
編
成
の
時
期
を
迎
え
、
来
年
度

の
方
針
に
つ
い
て
特
徴
や
重
点
課
題
を

う
か
が
い
ま
す
。

答
弁（
総
務
課
長
）

今
年
度
予
算
編
成
方
針
で
の
枠
配
分

は
、
非
常
に
厳
し
い
内
容
で
し
た
が
、

各
課
の
協
力
の
も
と
で
当
初
予
算
を
編

成
し
、
執
行
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、

前
年
度
の
当
初
予
算
に
お
け
る
人
件

費
、
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
を
除

い
た
経
常
経
費
の
一
般
財
源
を
基
準

に
、
各
課
に
削
減
額
を
提
示
し
た
う
え

で
、
予
算
要
求
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
限
ら
れ
た
予
算
で
す
が
、
平
成
２７

年
度
策
定
の
総
合
戦
略
に
基
づ
く
事

業
、
あ
る
い
は
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
防
災
減
災
事
業
も
、
引

き
続
き
推
進
す
る
考
え
で
す
。

ま
た
、
町
民
の
生
活
に
過
度
の
負
担

結
果
に
基
づ
く
対
応
で
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の

み
な
さ
ん
一
人
一
人
の
声
に
誠
実
に
応

え
、
そ
の
実
態
を
で
き
る
限
り
正
し
く

つ
か
ん
で
、
速
や
か
な
対
応
を
す
る
、

そ
し
て
そ
の
た
め
の
予
算
も
し
っ
か
り

確
保
す
る
。理
想
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
ん
な
業
務
対
応
を
町
政
に
求
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

来
年
度
の
予
算
編
成
が
、
皆
さ
ん
の

未
来
へ
の
希
望
に
つ
な
が
る
予
算
に
な

る
よ
う
、
期
待
を
込
め
て
、
私
の
一
般

質
問
と
い
た
し
ま
す
。

が
な
い
よ
う
に
、
十
分
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
身
近

な
予
算
で
す
が
、
例
え
ば
区
長
、
あ
る

い
は
警
察
か
ら
の
修
繕
、
新
設
等
の
要

望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
当
然
、
例

年
並
み
の
予
算
を
組
ん
で
い
く
考
え
で

す
。要

望カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
だ
け
で
な
く
、外
灯
、

道
路
に
つ
い
て
、
日
常
か
ら
区
長
ら
と

点
検
さ
れ
、
維
持
管
理
に
努
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
区
長

ら
の
活
動
支
援
と
い
う
観
点
か
ら
も
必

要
な
予
算
の
確
保
を
続
け
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

私
は
、
今
議
会
の
補
正
予
算
案
の
審

議
で
、
駅
前
の
多
目
的
広
場
の
裏
に
駐

輪
場
を
整
備
す
る
と
い
う
説
明
に
対

し
、
台
数
は
足
り
て
い
る
か
と
質
問
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
担
当
課
か
ら

は
、
駐
輪
場
の
利
用
実
態
を
調
査
し
た

来年度の予算編成に関連して

駅前駐輪場
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質
問
①
ー
１

第
２
期
湯
浅
町
障
害
者
基
本
計
画
並

び
に
第
４
期
湯
浅
町
福
祉
計
画
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
弁（
町
長
）

計
画
で
は
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支

援
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
実
効

性
の
あ
る
個
別
支
援
計
画
を
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
障

害
者
の
方
々
が
安
心
で
き
る
福
祉
避
難

所
の
指
定
や
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
関

係
機
関
に
協
力
を
仰
い
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

質
問
①
ー
２

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
こ
の
法
律
を

「
知
ら
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た
方
が
９

割
を
超
え
て
い
る
が
、
今
現
在
は
何
割

位
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁（
町
長
）

町
民
に
広
報
を
し
て
い
る
わ
け
で
す

①災害弱者（障がいのある人）の
　安心・安全はどうなっているのか
②旧庁舎跡地の進捗状況は

横矢　政明　議員　

が
、
読
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
か
、

見
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
回
を
重
ね
て
知
ら

せ
る
以
外
に
手
が
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
で
き
る
限
り
、
新
し
い
法
律
、

新
し
い
計
画
は
町
民
全
体
に
行
き
渡
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

質
問
①
ー
３

災
害
の
時
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
方
に
と
っ
て
、
湯
浅

の
道
路
は
安
心
・
安
全
か
と
思
う
と
道

路
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
杖
が
刺
さ
っ
た

り
、
ま
た
車
い
す
の
前
輪
が
穴
ぼ
こ
に

入
っ
て
動
け
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

早
急
に
町
内
を
歩
き
危
険
箇
所
を
確
認

し
て
、
改
善
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
避
難
場
所
も
高
台
に
登
る
の

は
大
変
で
す
。
安
心
し
て
避
難
し
や
す

い
場
所
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

答
弁（
建
設
課
長
）

建
設
課
で
町
道
管
理
を
し
て
お
り
ま

す
。
弱
者
の
方
々
が
安
全
に
歩
け
る
よ

う
な
形
で
十
分
管
理
を
し
て
い
き
た

い
。質

問
②

旧
庁
舎
跡
地
の
道
路
問
題
で
す
が
、

全
員
協
議
会
の
場
で
か
な
り
意
見
を
言

わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
局
の

方
で
何
と
か
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
方
、

町
民
の
意
向
、
ま
た
商
売
に
頑
張
っ
て

お
ら
れ
る
方
々
の
意
向
を
酌
ん
で
い
た

だ
い
て
、
暫
定
措
置
と
い
う
形
で
、
何

と
か
道
路
を
通
す
こ
と
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
こ
と
を
強
く
要
望
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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12月定例会
全員協議会・各常任委員会
各議員の賛否
一般質問（6人が登壇）
編集後記

2～7
5
8～13
14

昭
和（
昭
和
31
年
〜
平
成
23
年
）

昔（
昭
和
10
年
代
）

平
成（
平
成
23
年
〜
）

湯浅小学校

編

集

後

記

ま
も
な
く
立
春
。
朝
の
底
冷

え
は
厳
し
く
と
も
暖
か
な
日
差

し
は
春
そ
の
も
の
。
皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

町
制
施
行
１
２
０
周
年
の
節

目
に
表
紙
を
飾
っ
て
き
た
「
今

昔
写
真
」
も
今
号
で
終
了
で
す
。

次
代
へ
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
に
あ
た
り
、
編
集
委
員
一
同

も
心
新
た
に
努
力
す
る
所
存
で

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
山
田
　
真
里
）

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

山

本

　年

哲

山

田

　真

里

石
橋
千
歌
子

松

本

　光

成

石

本

　一

也

議
会
広
報
編
集

　
　
　
　常
任
委
員
会

議会の傍聴にお越しください
次回の3月定例会は

3月8日(水)
開催予定です。

　議会は公開されていますので、個人でも
団体でも自由に傍聴することができます。
　議会での議員の発言や町長の考えを直
接見聞きすることができますので、お気軽
にお越しください。

私達、町議会（議会事務局を含み１１人）、総務課長、まちづくり企画課長、産業観光課長

計１４人で１０月２６日に岐阜市役所を訪問しました。

日本遺産第１号に認定された「信長のおもてなし」について、認定に至るまでの経緯及び

認定後の取り組みについて説明を受け、今後の課題など意見を交わしました。

この度の行政視察において、きめ細かなおもてなしを考えさせられました。今後、醤油醸

造の歴史と伝統にまつわるストーリーを日本遺産に認定されるよう参考にしたいと思います。

日本遺産認定に向けて

信長公居館跡地 岐阜市役所での研修


